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アンケートの結果をご覧頂いてわかる通り、里状への満足度が非常に高いです。保育に

従事されている方々 が日々 尽力されており、小金井の保育の質の高さを維持してくださっ

ていることが､'この結果を生んでいると感謝しております。ぜひ、この現状への満足度が

鳥菅同笈母の今全長

R育同Ｔ母の今今桶

わかた 鳥菅同父母の今今幕細野漁
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日頃より、保育園をはじめとする保育行政や子育て施策について御尽力を頂きありがと
うございます。

我々 小金井市公立保育園父母の会（以下、五園連）と市では定期的に懇談の場を設けて

いただいており、昨年度３回、今年度も既に２回の懇談会が行われました。おかげさまで、

公立五園の保育園の父母の意見を直接市にお伝えすることができ、また市の保育施策に関
する考え方についても、理解を深める事が出来ました。

加えで平成25年度にスタートした小難市公立保育園運営協議会に加え､昨年は小金井
市保育検討協議会が立ち上がり、これらの会議では、小金井市の保育の現状分析や、公立

保育園の運営に関して総合的に検討をし、我々 父母の保育ニーズや保育の質等に関する協

議を続けています。また、子ども子育て新制度が４月から始まり、子ども子育て会議も改
めてスタートをしております。“●｡｡､00,

鋪.以上のような状況の中､本年度も鍾堂帯の父母を対象としたアンケートを運営協議会(市一言胃一一一一一一一一=里今型.忍委､‘一一一一一一;.､．…----.-.、．

と父母の共同)'で実施しました。その結果をもとに添付の通り、意見・要望等を取り纏め
ております。

変わらないようなご対応をお願いしたいと思います．
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要望いたします｡また､小金井市の待機児童の問題については、市の努力により昨年から
ロゆ

は大きく改善をしているものの、引き続き我々 父母としても大変憂慮をしています。加え

おりません｡アンケートの結果で昨年同様に１位であった保育士体制の問題の改善を強く

その上で、今年度の意見・要望はアンケート結果を踏まえ､昨年度から大きく変わって
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2015年意見･要望項目

今年度のアンケートでは､現状の公立保育園の保育内容に対し
て｢満足している｣｢おおむね満足している｣と回答した割合は
95％となっています｡その理由については､保育士のスキルや
経験などに対する父母の園への信頼であり､アンケートの自由
記述欄には具体的にその内容も記されています｡市では総合的
見直しや保育サービスの拡充について検討をされていますが、
その際､まずは上記アンケート結果を十分に掛酌いただき､現状
の保育内容の維持･向上に支障をきたすようなことが無いよう、
とり進めをお願いいたします。

現状の保育内
容の維持･向
上について

保育士体制については､ここ数年､五園連としても問題点を指摘させていただいています｡平成
25年４月１日時点では保育士が13人､うち正規職員は5人も欠員の状態となり､平成26年１月時態となり､平成26年１月時

を五園連より市に提出いたで｢平成26年４月からの公立保育園の について

しました｡そこ蚕は､保育士が度々 変わるようなクラスでは､子どもたちは落ち着かず､父母との
信頼関係も築きにくくなってしまっている現状と､同時に社会的にも保育士不足となっている状況
を踏まえ､中長期的な採用のあり方を含む抜本的な保育士体制の問題として改善を要望いたし
ました。

また同時に､運営協議会で協議を行う上で､新たなサービスの拡充等は保育体制の確保が当
然の前提となるばかりか､将来の運営形態の見直しにも大きく影響する問題であることから､協
議への影響の懸念について指摘をさせていただきました。保育士体制問題１
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待機児童数は今年度は164人と昨年度までの増加傾向からようやく改善がされました｡我々 の

病後児保育
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延長19時一時利用

病児保育

待機児童の解消
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項目
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2015年意見･要望

1３ 駐車場の確保

希望する身近な園に入れなかった父母や兄弟がいる家庭にとっては､車利用は必要不可欠で
あり､駐車場問題は各園父母にとって切実な問題になっています｡園周辺での駐車場の確保に
ついては､市の方針と大きく異なるため､意見は平行線となっていますが､入所希望時に各園の
状況や車利用についての市の考え方をしっかり説明していただくことについては､その後のﾄラ
ブルを未然に防ぐためにも､引き続き対応を継続･強化頂くようお願いいたします。

1４ 保育相談の強化 保育士体制問題との関連も指摘がありますが､より相談がしやすい環境づくりに関して配慮をお
願いいたします。

ヘ

1５ 保育料の見直し
保育料については､値下げを求める声がある一方で､保育の質やサービスの維持･向上による
値上げを容認する意見もあります｡見直しの議論を行う場合は､透明性を確保したうえで､父母
の納得感が得られるような取進めををお願いいたします。

1６ 異年齢保育の評価
異年齢保育については､アンケート結果を見ても､評価の声､疑問視する声など様々です｡市の
内部で一定の整理をして頂いているようですが､早期に我々父母に対して共有ををいただきま
すようお願いいたします。

1７ 放射線測定強化 引き続き、食品を中心とした放射線量の監視･測定等をしっかりと継続｡､強化してください‘，

1８ 障がい児受け入れ 保育士の確保や運用面に関する受け入れ態勢の強化等のご対応頂き､全ての年齢での受入
れの実施や､定員の増加等へかかわりの必要な園児の受け入れを更に進めて下さい。

2０ 第三者評価

第三者評価も各園一度の実施は終わり､二順目に入っています｡これまでの結果は各園とも保
育内容については一定の高評価となっている一方で､父母とのコミュニケーション等については
課題もあります｡また､今回の協議会で実施したアンケート結果とうまく補完をしながら､今後こ
れらの評価を受けて､具体的な改善策について検討･フィードバックをお願いいたします。

子ども子育て新制度
について

平成27年４月のスタートにあたっては､それまでの保育の内容や保育料などで新たな負担が生
じないようにするという国からの指導もあり､市としてもその方針で対応されていると理解をして
います｡現時点で､特に大きな混乱は生じていないというのが市の説明ですが､引き続き我々父
母に問題が生じないよう､ご対応をお願いいたします｡一方で､なお､子ども子育て会議では､団
体推薦に公立保育園の父母代表枠が無くなったことについては遣1憾です｡市の保育施策は公
立保育園を活用した施策が多く､公立保育園の父母への影響も大きいです｡また保育園に通う

中､500世帯程の纏まった意見を反映できる団体として､善処をお願いいたします。


